
１　施設の概要

２　指定管理者の業務

３　施設の管理体制

名 名 名 名 名

４　施設の利用状況

嘱託職員 派遣職員 臨時職員

1 計 5

主事

1 派遣職員 1 臨時職員

管理体制

正職員 2 嘱託職員

館長 事業課長

計

施設毎
利用料金収入
（千円）

２３年度

前年度

前々年度

利用者数
（人）

２３年度

前年度

前々年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 計３月

2,032 2,743 2,383 1,418 3,751 1,697 3,189 4,100 1,127 874 1,221 26,4001,865

2,285 3,433 2,611 2,092 4,461 1,962 2,563 3,330 837 835 1,455 28,5862,722

2,378 2,961 2,696 2,088 4,057 2,369 3,982 3,518 1,046 1,171 1,597 30,4662,603

月別利用
料金収入
（千円）

４月 ５月

前々年度 840 911

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 計

２３年度 509 925 745 469 1,104 561 767 1,345 545 300 363 8,167

前年度 630 963 982 502 1,580 745 710 1,087 422 281 328 9,131

906 702 1,382 872 397 10,1351,011 1,112 664 309

施設所管課 とくしま文化振興課 【連絡先】 ０８８－６２１－２７６１

・阿波人形浄瑠璃の公演、講座等を開催すること
・阿波人形浄瑠璃に関する資料(以下「人形浄瑠璃資料」という。)を展示すること
・阿波人形浄瑠璃に関する情報を収集し、及び提供すること
・その他十郎兵衛屋敷の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること
・施設、人形浄瑠璃資料等の維持管理(知事が指定する補修等を除く。)に関する業務
・利用料金に関する業務
・その他十郎兵衛屋敷の管理に関し知事が必要と認める業務

指定管理者の業務内容

開館日・休館日等

平成１８年４月１日

阿波人形浄瑠璃の振興を図ることにより、県内外の人の交流を促進し、及び豊かな県民文化の発展に寄与する

母屋、長屋門、上演舞台、観覧席、展示室など

「徳島県立阿波十郎兵衛屋敷の設置及び管理に関する条例」に基づき知事が承認した額

１月１日から同月３日まで及び１２月３１日

設置年月日

設置目的

施設内容

利用料金等

平成２３年度　指定管理者運営状況点検・評価シート

指定管理者名 財団法人徳島県文化振興財団 指定期間 平成２３年４月１日～平成２６年３月３１日

対象施設名 徳島県立阿波十郎兵衛屋敷 施設所在地 徳島市川内町宮島本浦１８４

３月

534

901

1,028

別紙様式１



５　収支の状況

６　コスト削減・サービス向上に関する取組状況

７　自主事業の取組状況

収
入

29,440

9,131

0

指定管理料

8,263

0

3,695

39,324

平成２１年度（前々年度）平成２２年度（前年度）平成２３年度項　目

事業費

計

人件費

事業収入

その他

管理運営費

1,220

41,304

-1,981

13,226

（単位：千円）

コスト削減の取組

①人件費について、
　業務量に応じた臨機応変な人員配置、多様な勤務時間体制の採用による効率的な業務執行を目指
し、適正な人件費率を確保している。
②管理運営費について、
　徹底した事務の改善や見直しや、エコオフィス活動による電気、燃料、事務用品などの諸経費の
削減を実施している。
　事務用品の購入や植栽管理等においては、管理者が管理する３施設の一括発注により経費の削減
を図っている。

サービス向上の取組

・上演前等に解説を行い、外題や木偶人形について内容説明を実施するとともに、上演後には写真
撮影等のサービスを実施するようにしている。
・定期上演時間外の来館者に対して、母屋にテレビを設置してビデオ放映することにより人形浄瑠
璃を鑑賞できるようにしている。
・隣接地を借地することにより駐車場を拡張し、乗用車、大型観光バスの駐車スペースを確保して
いる。

収支

その他

計

支
出

12,204

自主事業取組状況

１．阿波人形浄瑠璃の魅力発信
年間を通じて阿波人形浄瑠璃の定期上演を実施し、県内外の観光客に対して人形浄瑠璃の魅力を伝
えて観光振興に資するとともに、人形浄瑠璃公演の実施や、人形浄瑠璃資料の展示等により魅力発
信や活性化に努めた。
２．普及・育成
文楽座技芸員を講師として招聘し、県内人形座、太夫部屋に対して技術力の向上を図る機会を提供
した。
３．情報の収集、発信
県内の人形浄瑠璃関連事業の情報を収集し、インターネット等で全国に発信することにより、阿波
人形浄瑠璃の活性化に努めた。

16,654

11,227

利用料金収入

27,365

11,605

2,631

41,202

16,403

10,918

1,116

3,361

43,908

-2,706

14,086

750

42,485

29,440

10,135

0

4,026

43,600

16,043



８　管理運営業務に係る点検・評価

②自主事業
　・計画した自主事業の実施

Ａ

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果

①利用者ニーズの把握・分析と利用促進
　・利用者ニーズの把握
　・利用者ニーズへの対応
　・施設の利用促進 Ｂ

④収支計画
　・収支計画の達成状況
　・コスト削減の状況
　・外部委託の状況 Ｂ

・利用料金収入が、収支計画の目標を下回っており、前年
度と比較しても減少している。
・事業実施における印刷費等の節減や、管理運営における
エコオフィス活動等により、経費の削減が図られている。
・業務計画書に基づき、外部委託が適正に実施されてい
る。

・日常点検、定期点検を実施し、施設の安全管理に努めて
いる。
・緊急時対応マニュアル及び連絡体制が整備され、職員に
周知徹底されている。
・個人情報保護要綱を制定し、職員に周知し、情報管理に
努めている。

⑧地域との連携
　・地元団体等との連携

Ａ

・業務計画書に記載のとおり、地域との連携が図られてい
る。

⑨安全管理
　・安全管理体制、事故防止体制
　・災害等発生時の対応体制
　・マニュアルの整備、職員教育
　・個人情報保護への適正対応

Ａ

・来館者に対して、適宜、アンケート調査を実施し、利用
者ニーズの把握に努めている。
・利用者ニーズを職員で共有するとともに、改善策を検討
し、管理運営に反映させている。
・来館者が減少傾向にある。

・業務計画書に基づき、適正に実施されている。

③適正な維持管理
　・施設の保守管理・修繕
　・年間作業計画に基づく適正な維持管理
　・県備品等の適正な管理 Ａ

・施設設備の管理計画により、適正に保守点検が実施され
ている。
・県有備品等の管理が適正に行われている。

⑤管理運営体制等
　・管理運営業務計画書
　・職員の配置、研修計画
　・諸規程の整備
　・利用料金の徴収、減免
　・モニタリングの実施状況

Ａ

・業務計画書に基づき、職員の配置や研修等が実施されて
おり、適正な施設の維持管理に努めている。
・利用料金の徴収、減免が適正に実施されている。
・月次報告書、事業報告書が適正に提出されている。
・適宜、セルフモニタリングを実施し、月次報告書等によ
り県に報告がなされている。

⑥職員体制
　・職員の労働条件

Ａ

・業務計画書に記載のとおり、適正に履行されている。

⑦地域への貢献
　・地元雇用の状況
　・地元企業への業務委託

Ａ

・地元雇用、地元企業への業務委託の徹底が図られてい
る。



〈評価指標〉 Ｓ：協定書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ａ：概ね協定書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われている。
Ｂ：協定書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫や努力が求められる。
Ｃ：管理運営が適正に行われたとは認められず、改善を要する。

※　項目については、事業計画書と整合性をはかる。

９　その他（今後の課題及び対応等）

・来館者の減少に伴う利用料金収入の減少等により収支がマイナスとなっており、今後、更なる利用者ニーズの把握・分
析によるサービスの向上、主催事業の実施により来館者増に向けた改善策を講じ、また管理運営費等の支出についても更
なる見直しにより、収支改善に努める必要がある。

・関係法令の遵守に努め、処理が適正に行われている。
・情報公開要綱を制定し、情報公開に努めている。

総合評価 Ｂ

・協定書、業務計画書及び指定管理者指定申請書に基づき
管理運営業務が実施されているが、利用料金収入など目標
を下回る項目があり、来館者も減少していることから、さ
らなる工夫や努力が求められる。

⑪その他
　・関係法令の遵守状況
　・情報公開請求への対応体制

Ａ

⑩環境への配慮
　・環境対策の状況

Ａ

・業務計画書に基づき、エコオフィス活動が徹底されてい
る。

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果


